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2
月
、「
春
夏
冬

中
」
を
執
筆
中
、・・・

ま
だ
寒
い
日
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
暦
の

上
で
は「
立
春
」を
迎

え
る
な
ど
春
の
陽
気

が
感
じ
ら
れ
る
時
期

で
も
あ
り
ま
す
。
立

春
は
一
年
を
二
十
四

に
区
切
っ
た
「
二
十
四
節
気
」
の

一
番
目
で
、
一
年
で
最
も
日
が
短

い
冬
至
と
、
昼
夜
の
長
さ
が
ほ
ぼ

同
じ
に
な
る
春
分
と
の
中
間
に
当

た
り
ま
す
。
ま
た
、
茶
摘
み
で
有

名
な
「
八
十
八
夜
」
や
、
台
風
の

あ
た
り
日
と
い
わ
れ
る
「
二
百
十

日
」
な
ど
の
起
算
日
が
立
春
で
す
。

日
本
で
は
季
節
の
変
わ
り
目

を
「
節
分
」
と
し
て
大
切
に
し
て

き
ま
し
た
。
節
分
は
立
春
、
立
夏
、

立
秋
、
立
冬
の
前
日
に
あ
た
り
ま

す
が
、
次
第
に
立
春
の
前
日
だ
け

を
節
分
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
節
分
と
い
え
ば
豆
ま
き
を
し

て
、
ヒ
イ
ラ
ギ
の
枝
に
イ
ワ
シ
の

頭
を
刺
し
、
玄
関
に
掲
げ
る
節
分

特
有
の
飾
り
も
あ
り
ま
す
。
昔
か

ら
の
い
ろ
い
ろ
な
行
事
は
残
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
栗
原
）

厳
し
い
寒
さ
が
落
ち
着
き
始
め
、

吹
く
風
が
温
か
く
感
じ
ら
れ
る
こ

の
頃
、
も
う
す
ぐ
さ
く
ら
の
季
節

で
す
ね
。
福
岡
堰
の
桜
並
木
は
関

東
三
大
堰
の
ひ
と
つ
、
桜
の
名
所

で
有
名
で
す
。
今
年
の
さ
く
ら
ま

つ
り
は
3
月
31
日
（
金
）
か
ら
4

月
4
日
（
火
）
ま
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
期
間
中
の
4
月
1
日
（
土
）・

2
日
（
日
）
は
地
元
店
舗
に
よ
る

グ
ル
メ
ブ
ー
ス
を
設
け
る
予
定
で

す
。
1.8
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
桜
並
木

は
見
事
な
景
観
と
な
っ
て
、
多
く

の
見
物
客
に
感
動
と
安
ら
ぎ
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。
福
岡
堰
を
バ
ッ

ク
に
水
面
に
映
る
景
色
や
水
面
を

染
め
る
花
び
ら
も
ま
た
美
し
い
ば

か
り
で
す
。
桜
の
ト
ン
ネ
ル
を
散

策
し
た
り
、
写
真
家
は
素
晴
ら
し

い
景
観
を
思
い
出
の
一
枚
に
収
め

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
桜
と

と
も
に
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
ま
つ
り
期
間
中
は
、
T
X
み
ら

い
平
駅
か
ら
Y
A
W
A
R
A
福
岡

堰
さ
く
ら
公
園
ま
で
、
無
料
の
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

例
年
、
桜
開
花
時
期
は
周
辺
道
路

が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
駐
車
場

（
4
月
1
日
・
2
日
の
み
有
料
）

も
用
意
し
て
お
り
ま
す
が
、
台
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
や
公
共
の
交
通
機
関
を

お
使
い
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
ポ
ス

タ
ー
又
は
市
観
光
協
会
H
P
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

福
岡
堰
さ
く
ら
ま
つ
り

福
岡
堰
さ
く
ら
ま
つ
り

３
月
 31 
日
㈮
〜
４
月
４
日
㈫
に
開
催

３
月
 31 
日
㈮
〜
４
月
４
日
㈫
に
開
催

お出かけはTXが便利です！
秋
葉
原

み
ら
い
平

つ
く
ば

区間快速41分 12分

秋葉原　みらい平　区間快速41分

主催／福岡堰さくらまつり実行委員会
　　　つくばみらい市観光協会（産業経済課内）
後援／首都圏新都市鉄道株式会社  福岡堰土地改良区
協力／つくばみらい市商工会  つくばみらい市

バーベキューは禁止です。マナーを守りましょう。
ゴミは各自持ち帰りましょう。注意事項

お問い合わせ／つくばみらい市観光協会

 TEL/0297－58－2111（代）

まつり期間中　　  シャトルバス運行
みらい平駅 YAWARA

福岡堰さくら公園

駐車場は台数に限りがあります。
公共交通機関をご利用ください。
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※チャイルドシート装着不可のため、未就学児
　のご乗車はご遠慮をお願いしております。

イベント

駐車場は
4月1日・2日のみ
有料（1日1台500円）
になります。

詳
細
は
右
の
Q
R
よ
り

協
会
H
P
で
！

4月

シ
ャ
ト
ル
バ
ス

YAWARA福岡堰
さくら公園にて

グルメブース出店

グ
ル
メ
ブ
ー
ス
は
4
月
1
日
㈯
・
2
日
㈰

駐車場は台数に限りがあります。
公共交通機関をご利用ください。
路上駐車禁止

注意
事項

ニ
ビ
ン
コ
●

354

●伊奈神社

157

133

P

P

P

P
水門

YAWARA福岡堰
さくら公園 線

総
常

ス
レ
プ
ス
ク
エ
ば
く
つ

小貝川 みどりの

常磐
自動
車道

谷田部IC

さくらまつり
会場

う
ど
い
か
つ
み
た
き

こきぬ

みらい平

みつかいどうみつかいどう

294

354

45

133

19

3

線
台
戸
楢
東

原
和
谷

IC
原
和
谷

IC 駐車場は
4月1日・2日のみ
有料（1日1台500円）
になります。

ご
は
ん
や
タ
ナ
カ
ク
ン

　

飲
食
店
（
定
食
各
種
他
）�

上
小
目

長
島
タ
イ
ル

　

タ
イ
ル
職
人�

狸
穴

シ
ル
エ
ッ
ト
美
容
室

　

美
容
業�

谷
井
田

髙
嶋
工
業

　

外
構
工
事�

小
絹

FA
V
O
R
IT
E

　

居
酒
屋�

絹
の
台

小
坂
建
材

　

運
送
業�

鬼
長

新
入
会
員
紹
介

旬
食
采
　
笑
吉

　

飲
食
店�

谷
井
田

大
陽
電
気

　

電
気
工
事�

陽
光
台

㈱
風
實�

筑
西
市

　
食
品
販
売
（
ハ
ム
・
ベ
ー
コ
ン
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
）

（
R
4
．10
月
～
R
5
．2
月
加
入
）

※
敬
称
略
・
順
不
同

☆
商
工
会
で
は
加
入
事
業
所
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
未
加
入
事

業
者
は
ぜ
ひ
加
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
新
規
開
業
を
計
画
さ
れ
て
い

る
方
の
ご
相
談
も
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

2
月
16
日
晴
天
の
下
、
参
加
者

25
名
で
、
3
年
ぶ
り
の
視
察
研
修

に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
今
回
は
女

性
参
加
者
が
多
く
、
終
始
賑
や
か

な
旅
と
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
の
ギ
フ
ト

シ
ョ
ー
。
と
に
か
く
広
い
会
場
に

国
内
外
含
め
2
7
7
4
の
ギ
フ
ト

と
雑
貨
と
グ
ル
メ
の
ブ
ー
ス
が
集

ま
り
、
自
社
製
品
の
Ｐ
Ｒ
ト
ー
ク

や
試
食
・
試
飲
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。
目
を
引
く
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や

つ
い
つ
い
聞
い
て
し
ま
う
ト
ー
ク

術
な
ど
も
学
べ
る
貴
重
な
体
験
で

す
。
活
気
と
熱
気
に
心
も
体
も
圧

倒
さ
れ
た
あ
っ
と
い
う
間
の
2
時

交
流
事
業
と
し
て
毎
年
行
っ
て

い
る
、
埼
玉
県
伊
奈
町
商
工
会
と

の
親
睦
交
流
ゴ
ル
フ
。
今
年
は
当

商
工
会
が
担
当
で
、
市
内
ゴ
ル
フ

場
で
の
開
催
予
定
で
し
た
が
、
当

日
の
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、
残
念
な

が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
予
定
者
は
次
年
度
開
催
に

向
け
て
各
自
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。

間
で
し
た
。

お
台
場
の
ホ
テ
ル
30
階
の
素
晴

ら
し
い
眺
望
の
中
で
の
美
味
し
い

ラ
ン
チ
の
後
、
浄
土
宗
大
本
山
の

増
上
寺
で
は
、
お
坊
さ
ん
の
案
内

の
下
、
本
堂
や
徳
川
家
の
墓
所
等

の
他
、
通
常
は
入
れ
な
い
経
蔵
等

も
見
学
し
、
家
康
公
に
あ
や
か
っ

て
勝
運
の
お
守
り
も
購
入
し
ま
し

た
。最
後
の
東
京
タ
ワ
ー
で
は
、何

十
年
ぶ
り
で
来
た
と
い
う
人
も
多

く
、
地
上
1
5
0
ｍ
の
展
望
台
か

ら
の
眺
め
に
「
昔
と
全
然
違
う
」

と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

明
日
か
ら
の
仕
事
へ
の
英
気
を

養
え
た
有
意
義
な
視
察
研
修
で
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
）

会
員
視
察
研
修

親
睦
交
流
ゴ
ル
フ
中
止

春 夏 冬 中

昨 年 の 様 子

東京タワーにて集合写真

東京タワーより望む増上寺
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青
年
部
の
『
漢
ま
つ
り
』
で
サ

バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。『

漢
ま
つ
り
』と
は
例
年
行
わ
れ

る
青
年
部
の
新
筑
ブ
ロ
ッ
ク
事
業

で
、
つ
く
ば
み
ら
い
・
つ
く
ば
・

・
あ
ぶ
に
ー
る
を
読
み
、
商
工
感

謝
祭
一
日
楽
し
み
ま
し
た
。
ガ
ラ

ガ
ラ
ポ
ン
、
ハ
ズ
レ
。
来
年
、
再

挑
戦
し
ま
す
。

・
商
工
会
報
と
し
て
は
写
真
入
り

で
と
て
も
見
や
す
い
で
す
。�

〝
あ

ぶ
に
ー
る
〟
の
デ
ザ
イ
ン
の
変
化

に
は
気
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

・
ダ
ジ
ャ
レ
ク
イ
ズ
大
好
き
で
す
。

・
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
読
ま
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。
新
店
の
紹
介

な
ど
も
嬉
し
い
で
す
。
今
年
の
商

工
祭
は
仕
事
で
行
け
ま
せ
ん
で
し

た
。
残
念
で
し
た
が
、
来
年
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
又
、
新
米

が
当
る
と
尚
嬉
し
い
で
す
。

・
い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
お
り

ま
す
。
前
回
の
ク
イ
ズ
が
正
解

だ
っ
た
の
で
思
い
切
っ
て
今
回
初

め
て
応
募
致
し
ま
し
た
。
新
入
会

員
の
方
々
の
地
図
が
あ
れ
ば
嬉
し

い
で
す
。

・
ジ
ェ
ラ
ー
ト
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

馴
染
み
の
な
い
商
工
会
で
す
が
、

あ
ぶ
に
ー
る
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
♪
ま
た
当
た
る
と
い
い
な
～

　伊
奈
地
区
、
谷
井
田
に
、
結

城
三
百
国
記
念
館
が
あ
る
。
戦

国
時
代
、
侍
だ
っ
た
初
代
、
海

老
原
将
監
朝
康
が
戦
に
負
け
、

農
家
に
な
り
新
田
開
発
か
ら
、

大
地
主
な
る
ま
で
の
サ
ク
セ
ス

ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
っ
た
。
一
五

七
〇
年
、
海
老
ケ
島
城
「
今
の

明
野
町
」
に
い
た
将
監
朝
康
は

父
親
「
俊
元
」
の
命
令
で
板
橋

城
、「
伊
奈
」
に
援
軍
に
向
か

う
が
、
手
薄
に
な
っ
た
城
を
佐

竹
軍
に
攻
め
ら
れ
落
城
、
父
親

も
討
死
し
て
し
ま
う
。
城
に
戻

れ
ず
板
橋
城
に
残
る
が
一
五
八

五
年
北
条
氏
に
属
す
る
多
賀
谷

氏
に
攻
め
ら
れ
落
城
、
朝
康
は

軍
門
に
下
り
小
田
原
の
北
条
氏

に
仕
え
る
事
に
な
る
。
一
五
九

〇
年
豊
臣
秀
吉
が
小
田
原
城
を

包
囲
し
攻
め
て
落
城
、
北
条
氏

が
滅
亡
し
た
。
朝
康
は
逃
げ
延

び
、
菩
提
寺
で
あ
る
板
橋
、
永

寿
院
に
身
を
寄
せ
る
こ
と
に
な

る
。
戦
い
も
無
く
な
り
、
永
寿

院
か
ら
矢
を
射
て
落
ち
た
田
ん

ぼ
を
住
居
と
し
農
地
の
開
拓
を

始
め
る
。「
矢
射
田
の
字
を
書

い
て
い
た
」
谷
井
田
村
の
始
ま

り
。
徳
川
家
康
が
江
戸
城
に
入

り
関
八
州
の
新
田
開
発
が
始
ま

る
。
代
官
の
伊
奈
半
十
郎
忠
治

に
従
い
、
私
財
を
投
じ
て
開
発

に
あ
た
っ
た
。
徐
々
に
土
地
を

広
げ
大
地
主
に
な
り
一
六
四
三

年
頃
ま
で
名
主
を
務
め
た
。
今

も
将
監
新
田
の
地
名
が
残
る
。

（
𠮷
谷
）

Ｑ
：
今
回
も
ダ
ジ
ャ
レ
ク
イ
ズ
で
す
。

　  

「「
す
」
を
た
す
と
歌
い
出
す
飲
み
物
は
な
あ
に
？
」

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
様
に
、
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

あ
て
先
＆
し
め
き
り

　
　
　 

つ
く
ば
み
ら
い
市
福
田
６
７
１
の
２
　
つ
く
ば
み
ら
い
市
商
工
会｢

ク
イ

ズ
・
つ
く
ば
み
ら
い｣ 

係
　
4
月
14
日
、
は
が
き
・ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

・ 

Ｅ
メ
ー
ル
可

前
回
の
答
：
い
つ
も
近
く
に
あ
る
お
店
は
な
あ
に
？

　
　
　 

　
　
・
・
・
そ
ば
（
側
）
屋

正
解
者
は
谷
井
田
・
塚
本
恭
子
さ
ん
、
東
栗
山
・
根
本
し
の
ぶ
さ
ん
　
他

★ 

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
本
誌
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
も
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ク
イ
ズ
・
つ
く
ば
み
ら
い

読
者
の
声

読
者
の
声

第
19
回
茨
城
県
商
工
会
女
性
部

主
張
発
表
大
会
が
つ
く
ば
国
際
会

議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県

内
6
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
1
人
ず
つ
、

代
表
者
が
選
ば
れ
、
今
年
は
つ

く
ば
み
ら
い
市
が
代
表
で
当
会

女
性
部
員
赤
羽
敦
子
さ
ん
が
発

表
を
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
流

八
郷
・
新
治
・
か
す
み
が
う
ら
の

5
単
会
の
交
流
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

今
年
は
当
青
年
部
が
担
当
と
な

り
、
企
画
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
初
心
者
も

玄
人
も
、
爆
笑
の
連
続
で
ホ
ッ
ト

な
一
日
で
し
た
！

な
か
な
か
個
人
で
は
経
験
で
き

な
い
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
の
も
、

漢
ま
つ
り
の
良
い
と
こ
ろ
。

も
ち
ろ
ん
女
性
も
参
加
Ｏ
Ｋ
！

青
年
部
に
入
会
し
て
一
緒
に
楽
し

み
ま
せ
ん
か
？
い
つ
で
も
入
会
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！

行
っ
て
か
ら
思
う
よ
う
に
活
動
で

き
て
い
な
か
っ
た
女
性
部
で
す
が
、

今
回
の
感
染
症
拡
大
を
き
っ
か
け

に
自
身
の
事
業
所
の
災
害
対
策
の

強
化
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
救
命

講
習
会
受
講
、
事
業
継
続
力
強
化

計
画
の
認
定
、
非
常
時
グ
ッ
ズ
の

作
成
、
使
用
指
導
な
ど
、
事
業
活

動
に
携
わ
る
一
員
と
し
て
、
家
族

と
し
て
、
経
営
を
支
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
他
の
発
表
者

は
地
域
で
採
れ
る
大
豆
を
使
用
し

た
味
噌
作
り
、
芋
が
採
れ
る
地
域

で
は
チ
ュ
ー
ハ
イ
作
り
、
道
の
駅

に
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
た
と
発
表
し

て
い
ま
し
た
。
惜
し
く
も
入
賞
に

は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と
て

も
素
晴
ら
し
い
発
表
で
し
た
。
今

回
は
坂
東
市
商
工
会
が
関
東
大
会

に
出
場
し
ま
す
。
つ
く
ば
み
ら
い

市
商
工
会
女
性
部
は
、
自
分
の
事

業
経
営
と
、
地
域
振
興
に
貢
献
し
、

み
ん
な
で
仲
良
く
様
々
な
取
り
組

み
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

女
性
部 

主
張
発
表
大
会

吉
川
徹
事
務
局
長
が
今
年
度
3

月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
、
退
職
致

し
ま
す
。
合
併
前
の
伊
奈
町
商
工

会
の
時
か
ら
約
20
年
。
長
い
間
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
退
職
後
は

バ
イ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
む
と

の
こ
と
。
趣
味
の
時
間
を
楽
し
ん

吉
川
事
務
局
長
が
退
職

で
く
だ
さ
い
！
長
年
に
わ
た
る
商

工
業
者
へ
の
支
援
業
務
、
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
相
談
&

解
決
事
例
を
ご
紹
介
!

青
年
部  

漢
ま
つ
り
!!

お
と
こ

☺

発表をする赤羽さん

がんばれ!! 熱いエールを送りました

○
雨
ど
い
が
壊
れ
て
し
ま
い
雨
水

が
流
れ
出
し
て
い
る
の
で
困
っ
て

い
る
↓

工
務
店
が
対
応
し
解
決
！
雨
が

降
っ
て
も
安
心
。

○
自
宅
の
庭
と
家
廻
り
の
草
木
を

刈
っ
て
も
ら
い
た
い
↓

造
園
業
者
が
対
応
し
解
決
！
き

れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

○
戸
建
て
の
門
が
壊
れ
て
閉
ま
ら

な
い
の
で
直
し
た
い
↓

外
構
業
者
が
対
応
し
解
決
！
き

ち
ん
と
、
き
れ
い
に
閉
ま
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

○
室
内
の
壁
の
修
理
と
ク
ロ
ス
を

張
り
替
え
た
い
↓

リ
フ
ォ
ー
ム
会
社
が
対
応
し
解

決
！
お
気
に
入
り
の
空
間
を
ご
提

供
で
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
商
工
会
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
商
工
会
職
員
が
プ
ロ
に
連

絡
し
ま
す
。

※
お
見
積
り
ま
で
は
無
料
で
す
。

見
積
も
り
後
、
工
事
や
作
業
を
行

う
場
合
は
料
金
が
発
生
致
し
ま
す

の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

現
場
や
工
事
内
容
に
よ
っ
て
は
お

受
け
で
き
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま

す
。


